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「活性化部分トロンボプラスチン時間（APTT）」 

検査内容変更のお知らせ 
 

謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて標記項目につきまして、現行試薬の販売中止により同一メーカーが販売する新試

薬に変更させていただきますので、取り急ぎご案内申し上げます。 

誠に勝手ではございますが、事情をご賢察の上、何卒ご了承の程お願い申し上げます。 

謹白 

 

記 

対象項目/変更内容 
 

●  23 活性化部分トロンボプラスチン時間（APTT） 
 

変 更 内 容 新 旧 

試薬名 レボヘム APTT SLA トロンボチェック APTT SLA 

リン脂質/活性化剤 合成リン脂質/エラジン酸 同左 

※ 新旧二法の相関は良好であり、基準値の変更はございません。 

 

● 正常検体について 
 新試薬の方が秒数は短めの傾向があります。 

● ループスアンチコアグラント（LA）感受性について 
 新試薬は LA感受性がさらに向上するため、旧試薬よりも延長傾向となります。 

● ヘパリン検体について 
 新試薬ではヘパリンに対する感受性が高く、ヘパリン高濃度域(≧0.3IU/mL程度)では旧試薬 

 よりも延長傾向となります。モニタリング患者様について、試薬変更前後の前回値比較におい 

 てご注意ください。 

● 抗生物質の影響について 
 旧試薬ではアミノグリコシド系抗生物質の影響を受けて延長傾向を示すことがありましたが、 

 新試薬では影響を受けにくくなっています。 

 

変更期日 
  

● 令和 6年 4月 1日（月） 受付日分より 

 

 

 



 

 

 

 

 

社内検討データ 
 

 

ｙ＝1.0113x－2.7509 

ｒ＝0.9602  n＝28 


